
一億総活躍社会、
地方創生を実現

【地域学校協働活動推進事業】（５，９２４百万円）

地域と学校を繋ぐ地域学校協働活動推進員が中心となり、
地域と学校の連携・協働の下、幅広い地域住民等が参画し、
地域全体で未来を担う子供たちの成長を支え、地域を創生
する「地域学校協働活動」を全国的に推進。

学校を核として地域住民等の参画や地域の特色を生かした事業を展開することで、
まち全体で地域の将来を担う子供たちを育成するとともに、一億総活躍社会と地方創生の実現を図る。

◆地域の実情に応じて、柔軟に事業を実施することができるよう、関連施策によるプランを推進。
◆学校を核とした地域力強化のための仕組みづくりや地域の活性化に直結する様々な施策等を地域の特色に応じて組み合わせて推進。

学校を核として、人づくり・地域づくりの好循環を創出

少子化・高齢化の進展

共働き世帯、一人親世帯、
独居老人の増加

地域のつながり
の希薄化

地域格差、経済格差の拡大

子供たちを
取り巻く

地域力の衰退

学校を核とした地域
とのつながりの形成

地域資源を生かした子供
たちの豊かな学びの実現

子供たちの地域への愛着、
地域の担い手の増加

子育て環境の整備、
人口流出の抑制、地域の活性化

学校を核とした
地域力強化のための
仕組みづくりの推進

コミュニティ・
スクール

様々な施策の
展開により、
教育の充実、
地域も活性化

◇一億総活躍社会の実現と地方創生の推進には、学校と地域が相互にかかわり合い、学校を核として地域社会を活性化していくことが重要。

学校を核とした地域力強化・将来を担う子供たちの育成を通じて、一億総活躍社会、地方創生を実現

地域力強化プラン
地域の特色ある取組を

柔軟に支援

家庭教育の困難さ

地域学校
協働活動

キャリア

教育

地域連携

学校保健

農山漁村

体験

子供の

安全

「社会に開かれた教育課程」
の実現に向けた

地域連携の基盤づくり

【コミュニティ・スクール推進体制構築事業】（８５百万円）
社会総がかりで子供たちを育むために、全国の公立学校にコミュニ
ティ・スクールを導入し、学校・家庭・地域の連携・協働体制を確立する必
要がある。法改正を踏まえた制度内容の周知や域内の各地域、各学校
をつなぐ推進協議会の開催、学校運営の充実に向けた管理職研修等に
より、持続可能な推進体制の構築を図る。

【地域における家庭教育支援基盤構築事業
～家庭教育支援チーム強化促進プラン～】（７３百万円）

家庭教育支援員等の養成、家庭教育支援チームの組織化及び学習
機会の効果的な提供等の様々な取組に加え、訪問型家庭教育支援
を含めた支援活動の強化を図るための取組を推進する。

【地域を担う人材育成のためのｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ
推進事業】（８百万円）

「キャリアプランニングスーパーバイザー」を都道
府県等に配置し、地元企業等と連携した職場体
験やインターンシップ及び地元への愛着を深める
キャリア教育の推進等を通じ、地元に就職し地域
を担う人材を育成する。

【地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業】
（１１９百万円）

「スクールガード（学校安全ボランティア）」の活
用等により、地域ぐるみで子供の安全を見守る
体制を整備し、地域社会と連携した学校安全に
関する取組を通じて、地域力の強化を図る。

【地域と連携した学校保健推進事業】
（８百万円）

養護教諭の未配置校等に対し、経験豊富な退
職養護教諭をスクールヘルスリーダーとして派
遣し、学校、家庭、地域の関係機関等の連携に
よる効果的な学校保健活動の展開を図り、地域
力の強化につなげる。

【健全育成のための体験活動推進事業】
（９９百万円）

農山漁村等における体験活動において、
地域人材や地域資源を活用することによ
り、異世代間交流や都市農村交流を図り、
地域の活性化につなげる。

家庭教育
支援

学校を核とした地域力強化プラン 2019年度予算額（案） 6,395百万円
（前年度予算額 6,475百万円）


